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（特記事項）

公表しているのは、直接工事費にかかる資材単価、
労務単価、歩掛であり、間接工事費にかかる積算要
領は公表していない。
また、資材単価については、３ヶ月から半年で見直し
を行い、実勢価格を踏まえた資材単価を採用するな
ど、物価の高騰を加味している。

委員からの
意見・質問、
それに対す
る回答等

県によって公共事業の発注状況等が異なるため、応
札者数の傾向は異なるものと考える。
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委員

令和4年10月1日 ～ 令和5年3月31日

188件　うち　1者応札68件
契約の相手方が公益社団法人等の案件　0件

6件(抽出率3.2％)　うち　１者応札3件(抽出率4.4％)
契約の相手方が公益社団法人等の案件　0件

審議対象期間

審議対象案件

抽出案件

河辺　悠介（弁護士）
山口　文（税理士）
井原　正人（公認会計士）
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内訳

中部森林管理局入札等監視委員会　　審議概要

（ホームページ掲載日：令和5年9月13日）

令和5年6月20日（火）　中部森林管理局　局長応接室開催日及び場所

回答等

（治山35）
入札に参加する事業者の所在地ついて、地元
の事業者が多いのか。

事業体が抱えている事業量や下請の確保など複合
的に関係しているため、一概に地元の事業者が多い
とは言い切れないものと考える。

意見・質問

（治山35）
公表されている積算要領について、直接工事
費だけでなく間接工事費に関する積算要領も
公表しているのか。
また、物価の高騰を加味しているのか。

（治山35）
本件は、応札者数が４者と比較的多い印象で
ある。岐阜県は応札者数が多い傾向があるの
か。
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（生産2）
入札額に大きな差があるが、これは地域に
よって見積の基準が異なるのか、それとも経
験によって生じる差なのか。

事業地の傾斜や架線集材の仕様などの作業条件因
子を公表しているが、事業体によって保有している重
機などの設備が異なる中で作業方法を決めていると
推察されるため、入札額に差が生じると考えられる。

（生産2）
入札経験のある事業体が入札に参加する流
れが強い印象を受けたが、新規参入する事業
者は多いのか。

新規参入はほとんどない。また、現状は生産性の向
上や高性能な機械を導入することにより、取扱量を
増加するという動きが強いと思われる。

（生産2）
本件の事業地は長野県上松町であり、参加資
格の競争参加地域が「関東・甲信越」に限定さ
れているが、なぜ「東海・北陸」が入っていない
のか。

本件の事業地である木曽地域は、本来の地域区分
でいえば、競争参加地域を「関東・甲信越」となる。木
曽地域における生産事業では、架線集材を行うこと
が多いが、他の地域では、あまり行われていない集
材方法であるため、事業体の保有している重機など
の関係により、他の地域区分を含むことはしなかった
と思われる。

元請としての実績には、国有林野事業だけでなく、市
町村等他機関の発注する工事の実績も含まれてい
るため、新規参入者の間口を狭めている可能性はな
いと考える。

（注）公益社団法人等とは、公益社団法人、公益財団法人、特別社団法人又は特別財団法人をいう。
事務局：中部森林管理局　企画調整課

委員会による意見の具申又は勧告の内容
［これらに対し局長が講じた措置］

　特になし

広域の位置図で見ると事業地としてまとまっており、
これを作業種や地理的要因で分割して発注すること
は適切でないため、一括で発注をした。

施工状況の確認については、基本的には作業の進
捗段階に応じて事業体から監督員に報告を受け、必
要に応じ、部分完了も行っている。また、作業適期の
関係から植栽や忌避剤塗布などの作業種は難しい
が、協議のうえ、事業期間を延長するなど対応をして
いる作業種もある。

（造林13）
事業内訳書に記載のある事業期間と実際の
施工状況の確認は定期的に行っているのか。
また、事業計画通りに事業が進捗しなかった
場合、どのような対応をしているのか。

（造林13）
事業規模が大きくなることで、小規模の事業体
の参入が難しくなっているのではないか。

（造林13）
事業地が点在しているように見受けられるが、
なぜ一括で発注したのか。また、その要因は
地理的なものなのか、それとも作業種によるも
のなのか。

それぞれの事業体が実行できる事業量との関係が
あるため、一概に事業規模を大きくすることで応札者
が減少するとは限らない。一方で事業規模を大きくす
ることで年間の仕事の段取りが組め、安心して仕事
を回せるというメリットはあると考える。

（治コ3）
事業内容について、現地調査を行って、データ
化するのではなく、元々あるデータを活用する
ということか。

本業務は、デジタル化の一環として、既存の現地調
査のデータを活用しながら、スピード感をもった計画
の策定やＧＩＳを利用しながら効率化を図るために事
業を行っている。

（林道1）
競争参加資格について、元請としての実績を
求めているが、これにより、新規参入者の間口
を狭めてしまっている可能性はないか。

【機密性２情報】










































































